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〈残された声〉がもたらす豊穣
日米比較女性史研究の立場から
Multiple Ways of Using Oral Archives: From the Viewpoint of a Comparative Oral History of 
Women in Japan and U.S.A.
吉田かよ子 Y O S H I D A K o y o k o
（北星学園大学短期大学部）　　　　　　　
　30分という限られた時間の中で、3種類のアーカイヴの資料をお見せする予定ですので、うま
くいくかどうか分からないのですが、お付き合いいただきたいと思います。倉石先生のレジュメ
の次に2ページ、簡単なレジュメが付いていますので、それをご覧いただけたらと思います。
　日米比較女性史研究の立場からということですが、もともと私はアメリカン・スタディーズが
専門でございます。2000年に1年間、国外研修でニューヨークのコロンビア大学の女性学研究
所に客員研究員で参りました。研究所でセミナーなどを持たされるということで、その準備とし
て北海道で炭鉱町の女性のオーラルヒストリーをとっていた研究者と2人で、アメリカ西部の同
じような資源開発地域の女性とのオーラルヒストリーの比較研究をするというテーマを持って、
出掛けたわけです。
　日米の炭鉱町形成の歴史的経緯を、最初に手短にお話しておきたいと思います。日本の場合
は明治維新の後、最初から国策会社による開発であったわけです。北海道内のさまざまな炭鉱は、
大きな財閥の下での共同体的な性格を持っていたということです。女性は、家庭においてもでも
労働においても男性中心の社会構造、家父長制の下に組み込まれていたわけです。
　それに対して、アメリカの鉱山町の場合は行政の関与はほとんどありませんで、最初から私企
業として発展したことによって、炭鉱労働者の福利厚生というのはすべて自助努力によったわけ
です。労働者はどういうグループかというと、新たにアメリカにやって来たヨーロッパ系の移民
です。後では中国人なども入っていくわけですけれども、当初はヨーロッパ系移民で、それぞれ
の移民グループの中で、互助制度が発達していきました。
　アメリカでは女性は直接炭鉱内で働くことは禁じられていましたが、下宿屋とか洗濯屋での下
働きや洗濯女、それから女中や給仕などの仕事に従事していました。資源開発の手法の差という
ものが、それぞれの国での炭鉱町に生きる女性たちの生活や価値観に相当大きな影響を与えてい
るだろうということで、彼女たちの残した生活記録・史資料から、資源開発町に生きる女性の国
際比較をしてみようというのが、そもそもの始まりでした。
　最終的に論文の形になったものはレジュメにも出ておりまして、手元に一部しか持ち合わせが
ありませんが、これが最終稿です。来年の春にはPalgrave Pressから出版されることになってお
ります
1
。具体的な内容はそれをお読みいただけたらうれしく思います。しかし今日の話はその
論文の内容が主ではなく、実際の調査研究のプロセスで、どのようにオーラルヒストリーの資料
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にたどり着いたかということです。
　比較対象グループの特定というところで、日本側の資料としては1980年代に共同研究者で
あった宮内令子さんによってまとめられた夕張炭鉱の採炭に従事した、いわゆる女坑夫と言われ
る人たちへの貴重な聞き書き記録がベースとして存在したわけです。先ほどパークスさんがおっ
しゃったように、日本の場合はいったん書き起こしてしまうと、オリジナルのテープそのものに
は価値がないということで破棄してしまうという慣行がありまして、今はもうオリジナルのテー
プは残っていません。ですから、唯一残っていたのは、1987年に宮内さんが書かれた新聞の「夕
張の女」という20回の連載記事の中の聞き書き記録だけだったのです。
　同じ時期に石炭採掘事業が開始されたのが、米国ロッキー山脈地域のモンタナでした。モンタ
ナ州はアメリカで一番石炭埋蔵量の多い地域でして、ちょうど夕張が石炭王国と言われた同じ時
期に、モンタナのレッドロッジ地域も石炭王国と称されました。1年レッドロッジのほうが先な
のですが、開発の時期がほぼ同じであること、また資源町形成の客観データが非常に似通ってい
たということで、このレッドロッジのフィンランド系女性たちのオーラルヒストリーをとること
にしたわけです。
　フィンランド系になぜ絞ったかというと、1910年の段階でフィンランド系移民というのがレッ
ドロッジの住民の3分の1を占めていて、フィンランド系の男性はほとんどが炭鉱で働いていた
という事実に拠るものでした。
　対象グループを特定した後に文献資料、オーラル史資料の収集を始めました。その時にヘレナ
市にあるモンタナ歴史協会にオーラルヒストリー・アーカイヴがありまして、1980年代に実施
されたMontanans at Workというオーラルヒストリー・プロジェクトの全編が収蔵されているこ
とを知りました。後で知ったことですが、これは昨年、日本オーラル・ヒストリー学会（JOHA）
の設立大会においでくださったローリー・マーシエ先生の手がけたプロジェクトでした。
　このアーカイヴの資料は全部公開資料になっておりまして、コピーライトをクリアする必要の
全くない資料です。すべてのテープとその書き起こし原稿が百パーセント利用できます。コロン
ビア大学の図書館を通して資料リストのコピーをいただき、私は9本のオーディオテープをリク
エストしました。今日はそのうちの1本テープをお持ちしました。これは1本、コピーが5ドル
です。9本4人分のトランスクリプトがありますが、コピー代も全部含めて1人分のトランスク
リプトが1ドル50セントです。1ドル50セントで、全部送っていただいているわけです。そう
いうことで、幸運にもオーラルの資料男女含めて9本分を先に聞いてから、実際に聞き取り調査
をすることができました。
　日本側の資料は、先ほど申し上げたように1987年のものです。アメリカでの聞き取りは2000
年ということで、大体70歳代から90歳代の女性たちの聞き取りをしましたが、厳密には時代の
マッチングがどうしても図れないという問題がありました。そのギャップの一端を埋めてくれた
のが、こうしたアーカイヴ資料でした。
　今ちょっとお聞かせいたしますけれども、リリアン・ランピさんという方のオーラル記録が非
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常に多く残っています。私はたまたまその娘さんであるレオナ・ランピさん、2000年当時72歳
のレオナさんに聞き取りに伺ったんです。アイダホ州に住んでおられて、モンタナから車を飛ば
して行ってお話を聞きました。レオナ・ランピさんは、今日は重かったので北海道から持って来
られなかったのですが、レッドロッジのフィンランド人町の歴史を非常に詳細に綴った本を出版
しておられて、その中に多くのオーラル資料を使っておられる方だったんです
2
。
　北海道側で聞き取った世代と合わせるために、自分のお母さんの暮らしのことをいろいろ私が
聞いたのですが、娘の立場で、ある程度記憶が美化したものである可能性というのは、排除する
ことができないわけです。ここで使ったのがアーカイヴ資料です。これは私が論文を書いている
時にマーシエ先生が直接提案してくれたことなのですが、お母さんのリリアンさんの聞き書き記
録が残っているので、それも論文の中で使ったほうが世代間の記憶のギャップを埋めることがで
きるのではないかということでした。それで親子2代の聞き書き記録、一つは私自身がとったも
の、そしてもう一つはアーカイヴ資料をそれぞれ引用しております。
　今までお話したのは、非常に伝統的なオーディオテープのアーカイヴ資料です。実際、1982
年にマーシエ先生が聞き取りをしてまとめられた記録なんですけれども、20年以上経った今で
もこのように利用させていただいております。ちょっとお聞きいただきますが、オーディオテー
プの最初にマーシエさんは3つぐらいの文章で短く、このインタビューが、だれだれのもので、
いつこの人が炭鉱町にやって来て、どこで働いたか、またいつどこで聞き取りをしたか。インタ
ビュアーはだれであるというような基本情報を、テープの最初におっしゃっています。
（テープ再生・英語）
　The following is an interview with Lillian Lampi for the “Montanans at Work” oral 
history project for the Montana Historical Society. In this interview Lillian Lampi talks 
about her move to Red Lodge in 1917, her marriage to John Lampi, her work at the Pollard 
Hotel , and in her husband’s grocery and dry goods business, Bloom and Company. Lillian 
also reminisces about the Finnish community in Red Lodge and about the Workers Hall. 
The date of interview was June 23, 1982. It was held in Lillian’s home at 105 N. Platte in 
Red Lodge. The interviewer is Laurie Mercier.
　その後、インタビューが始まりますが、全部トランスクリプトが作られています。必ずテー
プの最初に、だれが、どこで、だれの聞き取りをしたかというのが入っているのがポイントです。
今、お聞きいただいたように、非常に音質が悪いんです。オリジナルからコピーしたもので劣化
も進みますから、当然こうなるわけです。フィンランド人はもともとアメリカに生活協同組合の
共和国をつくりたいという、そういう夢を持ってやって来た民族でありまして、そういう生協活
動の中心としてworkers hallという労働者会館を必ずどこでも作ったのです。リリアンさんが話
していますから、ちょっと聞いていただこうと思います。音質が悪くて、ボリュームいっぱいに
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してもでもこれぐらいしか聞こえないんですが。
（テープ再生・英語）
　リリアンさんはワーカーズホールで上演される演劇の女優として舞台に立っていました。ワー
カーズホールには、毎週末400～ 500人は来たというようなことです。フィンランド人コミュ
ニティというのは一枚岩で、コミュニティの全員が劇を見に来るのかと思ったら、そうではな
くて、コミュニティの中には3種類の人がいたということを、この後、お話をされています。当
時の政治的な緊張状態をリリアンさんがご自分で話しています。「非常に敬けんなクリスチャン
たちのグループは絶対に劇場には来ません。フィンランド人というのは、宗教的な人は本当に宗
教的で、だからもう絶対劇場には来ない。それから労働組合というのが2つ出来て、一方がやや
左よりでもう一つが中道で」といった、そういう話です。ですから、そういう意味で世代間の
ギャップを埋めるためには、こうしたオーラルが役に立っていると思います。先ほど倉石先生が
「オーラルアーカイヴが提供するのは、自分で制作したオーラル資料ではなく、他人によるもの
だということだ」ということを指摘されましたが、少なくともこの例のように同じ家族の世代間
の記憶を埋めるという場合には、そこに、時代の連続性を見ることにアーカイヴ資料は役立ちま
す。そうしたオーラル資料を簡単に入手することができたということが、この研究に非常に大き
なメリットをもたらしたということを申し上げておきます。
　この研究に基づく発表を2000年の米国オーラル・ヒストリー学会（OHA）のダーラムでの年
次大会でやった時に、大きな反響がありました。アメリカは炭坑内で女性が労働することは最
初から禁止されていたので、日本の女炭坑夫の聞き書きというのは非常に珍しかったのでしょう。
世界的に見ても、20世紀の初めにはヨーロッパ諸国ではすべて、女性の坑内労働は禁止されて
いましたので、貴重だということだったのだと思います。
　その後、2001年にロンドンの女性史ネットワーク会議、2003年に北海道赤平市の国際鉱山ヒ
ストリー会議、それから今年の3月には、ベルリンのヨーロッパ社会科学史会議で、このテーマ
で発表する機会を得たわけです。
　最初は私もスライドを使ったりしていたのですけれども、その都度違う視点で発表しなくて
はいけないという中で、プレゼンテーションをより現代的な、現在最も先進的な手法を使ったも
のでやりたいということになりました。こうした戦前の労働者階級の女性たちはほとんど文献
資料に登場しませんので、その存在に歴史上の光をあてるのには、オーラルヒストリーの手法
は非常に有効です。ベルリンでのプレゼンテーションを準備する過程で、映像資料を使ってみる
ことを考えました。これも倉石先生のご発表とオーバーラップするところがあるのですけれども、
2003年に「炭坑美人」というRKB毎日放送製作の番組と出会いました。九州の筑豊炭鉱の女坑
夫たちの聞き書きをしたドキュメンタリーです。これは全国ネットでは放映されておりません
で、私はたまたま放送文化基金の受賞作品発表会の時に見せていただいたのです。大変素晴らし
いオーラル資料を番組の中でいっぱい使っておられたので、何とかこれをベルリンでの学会発表
に使わせていただきたいというふうに思ったわけです。
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　先ほど先生もお話しになっていたように、既に商業ネットワークで作られたドキュメンタリー
ですから、NHKよりさらに難しいといえば難しかったのかもしれないのですが、どうでしょう
か。私は直接そのドキュメンタリーのプロデューサーにご連絡をして、国際学会発表用の資料と
して一部、それも全体のドキュメンタリーの作り手からのメッセージ性を含んだところではなく
て、女性たちへのインタビューの部分だけを切り取って、そこの部分を使わせていただけないか
ということでお話をしたら、許可をくださったわけです。ということで、限定的な使用なのです
けれども、使わせていただくことができました。今からちょっとCD-Rに焼いたものを見ていた
だきたいと思うんですけれども、これはベルリンで使ったものです。
　これはパワーポイントにメディアプレーヤーの映像を張り付けるという、そういう手法で作っ
たものです。最初にVHSの映像をエンコーダーでmpeg1に変換してコンピュータのハードディ
スクに取り込みます。それをパワーポイントの画面に、メディアプレーヤー画面としてそのまま
張り付ける形にして、作ってあります。実際にベルリンでやった時はトラブル発生だったのです
が、先ほどリハーサルでやった時は映像がうまく写せました。
　北海道の部分は、画像はスライドです。宮内さんと私が既に持っている静止画の資料をそのま
ま張り付けてありますが、後半の九州の部分は、その許可をいただいて使った映像資料を取り入
れてあります。その動いている映像のほうをご覧いただきます
3
。
（映像放映）
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　「岩本シゲノさんは94歳、福岡県八女郡出身の父親と、四国から出稼ぎに来ていた母親の間に、
筑豊の炭鉱に生まれました」。
　「正式な坑夫、後山として採用されたのは14歳の時でした。以来、20年間、坑内で働いたそ
うです。丈夫な体が自慢のシゲヨさんでしたが、最近は腰を傷め、車椅子の生活です。目もよく
見えなくなって、ちょっと元気がありません」。（映像からのナレーション）
　このように、5人の女性が順番に紹介されます。ディレクターが自分でインタビューをしてお
られます。
　滝本ユキコさんは、第2次世界大戦中も先山として働き、坑内で発破させて採炭するという作
業をやっておられた方です。朝鮮人強制連行者たちとも一緒に働いておられて、日本は戦争に負
けて当たり前だったと言っています。見ていただきたいのは、この方々の表情です。先ほど聞い
ていただいたアーカイヴ資料も、それなりに世代間のギャップを埋める利用価値というと変です
けれども、アーカイヴとしての価値はあるのですが、映像をなぜ私が使いたかったかという理由
がここにあるのです。
　坑内労働をしていた女性の話というのは、音声資料から書き起こされたものだけですと悲惨極
まりないわけです。劣悪な労働条件の中で働いていたわけですから。ところが実際には自分たち
の坑内での仕事を語るのに、皆さんが誇らしげであるのです。北海道側のスライドもそうですけ
れども、皆さんの顔を見ていただくと、誇りを持って働いたということがよく理解できます。私
はこの手で子供3人、自分は寡婦だったけれども、3人をこの手でしっかりと養ってきたと、そ
ういうことを誇らしげに語るわけです。さっき倉石さんもおっしゃっていたように、語る際の顔
の表情とか感情が、映像資料というのは音声資料以上に説得力を持つということがわかったから
なのです。
　結果として、セッションのコメンテーターや、それから会場の参加者の方々に、非常によかっ
たと言っていただけました。それは私の発表のペーパーそのものが面白いというよりも、こうし
た映像資料の持つ説得力が、やはり非常に大きかったんだというふうに思いました。しかしこの
映像資料は私が作ったものではなかったわけです。何人もの人に、これはあなたが撮影したのか
と言われて、本当にそうだったらどんなに良かっただろうと、この時に強く感じました。これか
らは絶対自分で映像資料を作ろうと、その時に思ったわけです。それが、今年の3月です。
　それ以降、地域女性史を映像アーカイヴとしてウェブ上で展開する可能性ということに関して、
調査を始めました。先ほどから皆さんがお話しなさっているように、オーラルヒストリーは必ず
時代の技術革新と共にあるというところが、この分野の非常に大きな特徴です。特にアメリカで
はウェブ上で展開されるオーラルヒストリー・アーカイヴの数というのは、急速に数が増してい
ます。
　レジュメに1つ、その代表的なものとしてdenshoという日系アメリカ人の歴史を取り上げた
アーカイヴを挙げておきましたので、ご興味のある方は見ていただきたいと思います
4
。こうい
うサイトが、今はもう無数に出来てきているわけです。
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　アメリカでは各地にもともと、最初に私が紹介したようなオーディオテープとトランスクリプ
トを所蔵するオーラルヒストリー・アーカイヴが数多く存在します。これらのアナログ資料をデ
ジタル化するにはどうすればよいのかというのが当面の問題です。あまりにも膨大な資料がすで
に存在するので、その転換を手伝うということで、同じくレジュメに名前を挙げてあるニュー
ヨーク州立大学のマイケル・フリッシュ教授らが中心になって、オーラルヒストリー学会（OHA）
の中で技術委員会というのを立ち上げておられます。独自のソフトウエアを開発し、検索システ
ムを付け、ウェブ上でオーラル・アーカイヴ、オーラル・アンド・ビデオ・ヒストリー・アーカ
イヴなどを立ち上げる手助けをしたり、情報提供をするのがこの委員会の役割です
5
。
　私の場合は、地域女性史のように、大きな組織に頼ることのできない、それから資金的にも
ほとんど余裕のない個人の実践者が多いというような分野で、一定の水準を保つようなウェブ・
アーカイヴを日本で構築することを目標にしております。
　炭鉱と共に生きた女性の歴史をずっとオーラルヒストリーでとっていくということも私の仕事
なんですけれども、炭鉱そのものは2003年1月に釧路の太平洋炭鉱が閉山したことで、日本に
は存在しなくなったわけです。ですから、炭鉱に生きた女性たちの声を残すという仕事は、まさ
に今我々がやらないともう永久に消えてしまうという、そういう時期に来ているわけです。それ
を次世代に残していく時に、では現時点で最新の技術を使って、ということが当然発想として
出てきました。そこでウェブ上でのアーカイヴで、ということに考え至りました。それを日本で
やってみたいと思ったわけです。
　最初に紹介させていただいた私の論文は、戦前のところで終わっていまして、戦後の研究とい
うのは今後の課題であるわけです。炭鉱労働組合（炭労）というのは第2次世界大戦が1945年に
終わって、その年の12月に最初に日本に出来た労働組合ですが、戦後の労働組合運動を一貫し
てリードしてきた労働組合の1つです。それとは別に炭鉱主婦協議会という、炭鉱労働者の妻た
ちが作った組織がありました。
　それは炭労を補佐するだけではなく、下から上まで全部女性たちで組織の政策策定から運営・
管理までを行うユニークな組織でした。その歴代の会長というのがまだ80代、90代ということ
で、ご存命です。北海道と九州と交互に会長が出ていたんですけれども、少なくとも北海道の会
長の分の聞き書き記録をとっておこうということで、私がビデオ撮影をし、北海道教育大学の古
村先生が聞き手となってやっております。
　私のプロジェクトというのは、必ず2人1組になってやります。インタビュアーとインタビュ
イーが1対1ではなくて、映像をとるためには2対1じゃないといけないという技術的な問題も
あるので、そういう形でやっています。
　今コンピュータを立ち上げていただきますけれども、映像は最初からデジタルでとってありま
す。トランスクリプトはパワーポイント画面で全部張り付けてあります。先ほどのCD-Rでの映
像資料の場合はトランスクリプトは一部だけ、それも英語版でしたが、今映っているものは、ト
ランスクリプトはある意味古典的な手法で、百パーセント正確なトランスクリプトを張り付けた
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ものを作ろういうことで作ってみました。
　ただし、これは始めたばかりなので、例えば大体60分から90分インタビューをとるんですけ
れども、それを全部アップロードするのに時間がかかるというソフトウエアそのものの問題もあ
りまして、取りあえず10分ずつぐらいのものを作り、映像はストリーミングサーバーで流して、
それにパワーポイントでトランスクリプトを全部張り付けていくという、そういうものを作って
みました。
　先ほどお話しした炭鉱主婦協議会、略して炭婦協と言いますが、その会長経験者お二人の分を
つなぎ合わせて作ったものがあります。これはまだパイロット版なので、これから解決していか
なくてはならない課題がたくさんありますが、ちょっとお見せします。
　この方々が亡くなってしまったら、語る人もいないということです。一戸キヨ元会長が歌って
くださっているのが炭婦協の歌です。
（ウェブ画面）
　「（歌）貧しさからの開放を／叫んでヤマの炭労と／北の果てから南から／結んだ固い結束は／
ヤマの力の炭婦協」
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　次の多嶋光子さんはもう90歳ですけれども、1954年から61年まで、炭婦協の会長だった方
です。昭和24年に太平洋炭鉱に行った時には、まだ女坑夫はいたということを話されています。
　多嶋さんは戦後の女性の労働運動のリーダーとして非常に有名な方です。今お話を伺っておか
ないということで、今年の夏に入所しておられる老人施設に伺って、1時間ぐらいこれをとらせ
ていただいたんです。ちょっと記憶にあいまいなところはあるのですけれども、炭鉱の話になる
とこのようにしっかりと、そのころの女抗夫の話などを、話してくださった。
　これはインタビュアーが聞くところをきっかけにパワーポイントのページを変えていくとい
う要領で作りました。もう少しお見せしたいのですが、時間がないので。三井三池闘争の時には、
この炭婦協の面々は体を張って炭労の人たちの前に立ち、会社側のやくざと対峙したというよう
な、ものすごく面白いお話もされています。
　このウェブ・アーカイヴの利点は、自分で作れるということです。ビデオを自分でとって、
テープ起こしはアルバイトの人に大よそのところはしてもらって、自分で確認後、それをパワー
ポイントに張り付けます。このソフトウエアは、別にPRするわけではありませんが、同期化を
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図ることが非常に簡単です。パワーポイントをメディアプレーヤーの画面の音声に同調する形で
張り付けます。あとは、ノートという部分も、今は画面の方に経歴だけを張り付けてあるんです
が、ページごとにいろいろなデータを張り付ければ、十分それだけで、もう少しいい形のアーカ
イヴが出来上がります。
　それからもう1つ、まだこれはなかなかうまくいかないので次に何か発表機会がありましたら、
その時にはお見せできればいいなと思いますが、このソフトウエアは音声検索ができるものなの
です。検索システムに関しては、ブリティッシュ・ライブラリーでも検索システムのためのサマ
リー作りに、手動でものすごい時間をかけてやっておられるのを私はパークスさんに見せていた
だいたことがありますが、自動的に音声検索をやることができるという触れ込みのソフトなので、
どれぐらいの確率でできるかわかりませんが、それができると画期的かなと期待しています。先
ほどの九州の女抗夫の人たちのようにあれだけ地域なまりになると、どの程度音声検索機能が働
くかはちょっと分からないことですけれども。
　そういうことで、これもご本人たちには許可は得ておりますけれども、最終的にウェブ上で
アーカイヴを公開ということになった時には、当然何らかの合意書を取り交わすことになります。
そういう書式を作っておかなくてはいけないとか、あとは全部を見せるのか、それともある程度
編集していいのかどうかという問題もあります。
　最後にこのような映像アーカイヴの今後の課題をひとつ手短に述べます。80年代にマーシエ
さんがやっておられたようなオーラルヒストリー運動のいわば古典的な時代は、基本的に沈黙も
含めて全部を書き取るという時代だったわけです。そういう意味で、最初に紹介した彼女のモン
タナでのプロジェクトなどでは初期のオーラルヒストリー手法のルールをきちんと守った形のト
ランスクリプトが保存されています。これがデジタル・オーラル・ビデオ・アーカイヴになった
ときに、そこまでするべきなのかどうかという問題があります。　　
　先ほど紹介したアメリカのOHAの技術委員会のメンバーの中に、シャーナ・グラックさんと
いうカリフォルニア州立大学ロングビーチ校オーラルヒストリー・プロジェクトのディレクター
がいらっしゃいます。グラック氏はストリーミング映像がウェブ上に出たときに、トランスクリ
プトが果たして百パーセント必要なのかどうかということを疑問視しておられる1人です。です
から、彼女の運営するアーカイヴのサイトにあるオーラル資料には基本的にトランスクリプトは
ありません。アナログからデジタルへ、音声から映像へ、物理的な場所からヴァーチャルな空間
へ、と変わりつつあるアメリカにおけるオーラルヒストリー・アーカイヴの潮流を注意深く追い、
日本における同様のアーカイヴ作りに参考にしたいと思っています。
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